
高断熱住宅における全館空調システムのエネルギー消費・温熱環境実測の開始 

～快適・効率的なエネルギー利用とカーボンニュートラル社会の実現に向けて～ 

 

2024年 6月 24日 

株式会社 LIXIL 

東京電力エナジーパートナー株式会社 

 

株式会社 LIXIL（本社：東京都品川区、代表執行役社長：瀬戸 欣哉、以下：LIXIL）と  

東京電力エナジーパートナー株式会社（本社：東京都中央区、代表取締役社長：長﨑 桃子、以下：

東京電力EP）は、本年7月から高断熱住宅における全館空調システムのエネルギー消費・温熱環境

実測（以下「本実測」）を開始いたします。 

 

1．背景 

近年、カーボンニュートラル社会の実現に向け、ZEH（ネット・ゼロ・エネルギー・ハ

ウス）※1の普及が進むなど、快適・安心と省エネ性の両立が求められています。 

住宅性能表示制度※2における省エネ性能に関わる上位等級として、2022 年 10 月に断

熱等性能等級 6、7※3が新設されたことから、今後、高断熱住宅の増加が想定されます。 

一方、空調負荷は住宅の高断熱化で小さくなることが想定され、空調機器についても、

使い方や選び方を工夫することで、より良い室内環境の提供と効率的なエネルギー利用

につなげられる可能性があります。このような中、全館空調システムは、年間を通じて

住宅内の室温を一定に保つことができ、より効率的なエネルギー利用につなげられるこ

とから、2030 年度には 2023 年度比で 1.3 倍※4の市場規模に拡大すると予測されていま

す。 

 

2．取り組みの概要 

2024 年 7 月から 2026 年 3 月にかけて、断熱性能と空調方式の違いが、エネルギー消

費や室内温熱環境にどのように影響するのか、実験住宅を用いて検証を行います。 

具体的には、東京電力ホールディングス株式会社経営技術戦略研究所（所在地：神奈

川県横浜市鶴見区）にある 2 棟の実験住宅のうち 1 棟を断熱等級 6 相当に改修し、LIXIL

が開発した断熱等級 6 以上の高断熱住宅を対象とした全館空調システム「エコエア Fine」

を設置することで、全館連続空調を行います。また、もう 1 棟を現在の断熱性能レベル

の住宅とし、エアコンを居室毎に間欠運転※5させることで 2 棟の電力消費量と室内温熱

環境を計測し比較分析を行います。なお、本実測は、東京大学の前
まえ
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准教授協力の

下、計画しました。 

 

 

LIXIL と東京電力 EP は、本実測により高断熱住宅における全館空調システムのエネル

ギー消費や温熱環境の実態を明らかにし、カーボンニュートラル社会の実現に向けた住

宅の高断熱化において、より良い室内環境とお客さまへ効率的なエネルギー利用のご提

案ができるよう、取り組みを進めてまいります。 

 



＜実測スケジュール＞ 

■2024 年度 現在の断熱性能レベルの住宅と断熱等級 6 相当の住宅の比較

・2024 年夏：夏期の実測、比較分析

・2024 年冬：冬期の実測、比較分析

■2025 年度 約 30 年前の断熱性能レベルの住宅（断熱等級 2※6相当）と断熱等級 6 相

当の住宅の比較 

・2025 年夏：夏期の実測、比較分析

・2025 年冬：冬期の実測、比較分析

＜実測場所＞ 

 実験住宅（2 棟）外観 

以 上 

※1 住まいの断熱性・設備効率を上げ（省エネ）、太陽光発電などエネルギーを作ることにより

（創エネ）、年間の一次エネルギー消費量の収支をプラスマイナス「ゼロ」とする住宅。 

※2 「住宅の品質確保の促進等に関する法律」に基づく制度。

※3 外壁、窓等を通して熱の損失の防止を図るための断熱化等による対策の程度を示した指標。

等級 6 は「熱損失等の著しい削減のための対策が講じられている」、等級 7 は「熱損失等の

より著しい削減のための対策が講じられている」と定義され、地域の区分ごとに外皮平均熱

貫流率および冷房期の日射熱取得率が規定されている。 

※4  出典：富士経済 「住設設備・建材市場トレンドデータ便覧 2024」

※5 エアコンの稼働と停止を繰り返す運転方法。

※6 等級 2 は「熱損失の小さな削減のための対策が講じられている」と定義されている。


